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（百万円未満切捨て） 

１．2019年３月期第３四半期の連結業績（2018年４月１日～2018年 12月 31日） 

（１）連結経営成績（累計）                                                     （％表示は、対前年同四半期増減率） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する

四半期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

2019年３月期第３四半期 24,734 5.6 658 4.6 927 12.7 584 10.2 

2018年３月期第３四半期 23,423 5.6 629 △9.7 823 △20.6 529 △19.9 

（注） 包括利益 2019年 ３月期第３四半期 176百万円（△87.1％） 2018年 ３月期第３四半期 1,368百万円（34.3％） 

 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 

１株当たり 

四半期純利益 

 円   銭 円   銭 

2019年３月期第３四半期 176.59 ― 

2018年３月期第３四半期 160.18 ― 

 

（２）連結財政状態 

 総 資 産 純 資 産 自己資本比率 

 百万円 百万円 ％ 

2019年３月期第３四半期 33,876 19,074 56.3 

2018年３月期 34,111 19,163 56.2 

（参考）自己資本    2019年 ３月期第３四半期 19,074百万円  2018年 ３月期 19,163百万円 

 

２．配当の状況 

 
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期 末 合 計 

 円   銭 円   銭 円   銭 円   銭 円   銭 

2018年 ３月期 ― 40.00 ― 40.00 80.00 

2019年 ３月期 ― 40.00    

2019年 ３月期(予想)   ― 40.00 80.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無  

 
３．2019年３月期の連結業績予想（2018年４月１日～2019年３月 31日） 

（％表示は、対前期増減率） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円   銭 
通  期 34,000 3.2 1,100 △10.1 1,400 △4.6 900 △13.2 272.03 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無 

 



 

 

※ 注記事項 

 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ：無 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ：有 

 （注）詳細は、添付資料Ｐ７「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）をご覧ください。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ：無 

② ①以外の会計方針の変更 ：無 

③ 会計上の見積りの変更 ：無 

④ 修正再表示 ：無 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数(自己株式を含む) 2019年３月期３Ｑ 3,322,935株 2018年３月期 3,322,935株 

② 期末自己株式数 2019年３月期３Ｑ 14,691株 2018年３月期 14,504株 

③ 期中平均株式数(四半期累計) 2019年３月期３Ｑ 3,308,329株 2018年３月期３Ｑ 3,308,317株 

 

 

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です 

 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断す

る一定の前提に基づいており、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な

要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件および業績予想のご利用にあたっての注意事項等

については、添付資料Ｐ３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説

明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、緩やかな回復が継続いたしましたが、国内各地で発生した自

然災害による影響や通商問題等による海外経済の下振れリスクも懸念される状況で推移いたしました。 

 当社グループの事業環境につきましては、国内の石油製品需要が長期的に減少すると見込まれているほか、乗務

員不足の問題や燃料費および人件費等の経費の増加もあり、依然として厳しい状況におかれております。 

 このような状況のもと、当社グループは、中期経営計画の達成を目指して、輸送シェアの維持・拡大を通じた収

益力の強化、ＬＮＧ（液化天然ガス）輸送、水素輸送、化成品における海外輸送等の成長分野の推進等に取り組ん

でおります。 

 また、より安定的な輸送体制の確立に向けて、乗務員の確保や車両の拡充にも注力いたしました。 

 この結果、当第３四半期連結累計期間においては、売上高は24,734百万円（前年同期比5.6％増）となりまし

た。また、営業利益は658百万円（同4.6％増）、経常利益は927百万円（同12.7％増）、親会社株主に帰属する四

半期純利益は584百万円（同10.2％増）となりました。 

 セグメント別の概況は、次のとおりであります。 

 

（石油輸送事業） 

 石油輸送事業につきましては、石油元売会社の合併や経営統合の動きのなかで、積極的に輸送数量の拡大に努

めたことに加え、主要顧客の運賃改定により、売上高および営業利益は増加いたしました。 

 この結果、当事業における売上高は12,083百万円（前年同期比9.8％増）、営業利益は595百万円（同140.9％

増）となりました。 

 

（高圧ガス輸送事業） 

 高圧ガス輸送事業につきましては、ＬＮＧ輸送における新規輸送の拡大により、売上高は増加し6,099百万円

（前年同期比4.0％増）となりました。 

 一方で、利益面においては燃料費や人件費等の経費の増加により、24百万円の営業損失（前年同期は185百万

円の営業利益）となりました。 

 

（化成品・コンテナ輸送事業） 

 化成品輸送事業につきましては、積極的な営業活動の展開により、国内輸送が伸長したことに加え、海外輸送

において料金の見直しに向けた取り組み等を進めた結果、売上高は増加いたしました。 

 コンテナ輸送事業につきましては、西日本で発生した７月豪雨を始め、地震や台風の自然災害によって、貨物

列車の運休が多発したため、売上高は減少いたしました。 

 この結果、当事業における売上高は6,411百万円（前年同期比0.1％減）となりました。また、営業利益は自然

災害による売上高の減少および投資に伴う経費の増加により、32百万円（同78.3％減）となりました。 

 

（その他事業） 

 太陽光発電事業につきましては、売上高はほぼ前年並となりましたが、経費の減少により、営業利益は増加い

たしました。 

 この結果、当事業における売上高は139百万円（前年同期比0.1％増）、営業利益は56百万円（同14.1%増）と

なりました。 

 

（２）財政状態に関する説明

 当第３四半期連結会計期間末の総資産は33,876百万円となり、前連結会計年度末に比べ234百万円減少いたしま

した。

 流動資産は6,794百万円となり、前連結会計年度末に比べ593百万円減少いたしました。これは主に現金及び預金

の減少によるものであります。固定資産は27,082百万円となり、前連結会計年度末に比べ359百万円増加いたしま

した。これは主に時価評価により投資有価証券が減少したものの、設備投資により有形固定資産が増加したことに

よるものであります。

 負債は14,802百万円となり、前連結会計年度末に比べ145百万円減少いたしました。これは主に設備投資による

リース債務が増加したものの、未払法人税等や賞与引当金が減少したことによるものであります。

 純資産は19,074百万円となり、前連結会計年度末に比べ88百万円減少いたしました。これは親会社株主に帰属す

る四半期純利益の計上による利益剰余金が増加したものの、時価評価によるその他有価証券評価差額金が減少した

ことによるものであります。この結果、自己資本比率は前連結会計年度末に比べ0.1％増加し、56.3％となりまし

た。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 通期の連結業績予想につきましては、2018年11月６日の決算発表にて公表いたしました業績予想値より変更し 

ておりません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(2018年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(2018年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,856 2,167 

受取手形及び売掛金 3,922 3,978 

その他 609 648 

流動資産合計 7,388 6,794 

固定資産    

有形固定資産    

機械装置及び運搬具（純額） 3,846 4,110 

コンテナ（純額） 3,052 3,149 

土地 5,486 5,513 

リース資産（純額） 5,917 6,232 

その他（純額） 2,012 2,122 

有形固定資産合計 20,316 21,128 

無形固定資産    

ソフトウエア 60 47 

その他 2 36 

無形固定資産合計 62 84 

投資その他の資産    

投資有価証券 5,201 4,671 

その他 1,142 1,197 

投資その他の資産合計 6,343 5,869 

固定資産合計 26,723 27,082 

資産合計 34,111 33,876 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 2,033 2,044 

短期借入金 433 477 

未払法人税等 332 96 

賞与引当金 707 328 

役員賞与引当金 84 75 

その他 3,097 3,343 

流動負債合計 6,690 6,366 

固定負債    

リース債務 4,433 4,581 

修繕引当金 244 286 

退職給付に係る負債 2,566 2,634 

その他 1,013 933 

固定負債合計 8,258 8,436 

負債合計 14,948 14,802 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,661 1,661 

資本剰余金 290 290 

利益剰余金 15,845 16,165 

自己株式 △35 △35 

株主資本合計 17,762 18,081 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 1,497 1,070 

繰延ヘッジ損益 △3 △0 

退職給付に係る調整累計額 △93 △76 

その他の包括利益累計額合計 1,400 992 

純資産合計 19,163 19,074 

負債純資産合計 34,111 33,876 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 

(自 2017年４月１日 
 至 2017年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 2018年４月１日 

 至 2018年12月31日) 

売上高 23,423 24,734 

売上原価 21,428 22,607 

売上総利益 1,995 2,126 

販売費及び一般管理費 1,365 1,468 

営業利益 629 658 

営業外収益    

受取利息 0 0 

受取配当金 97 114 

固定資産賃貸料 187 194 

固定資産売却益 55 39 

持分法による投資利益 4 48 

雑収入 38 59 

営業外収益合計 382 456 

営業外費用    

支払利息 55 54 

固定資産賃貸費用 68 65 

固定資産除売却損 38 27 

雑損失 25 40 

営業外費用合計 189 187 

経常利益 823 927 

特別損失    

その他の投資評価損 － 4 

減損損失 － 11 

特別損失合計 － 15 

税金等調整前四半期純利益 823 912 

法人税等 293 327 

四半期純利益 529 584 

非支配株主に帰属する四半期純利益 － － 

親会社株主に帰属する四半期純利益 529 584 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 

(自 2017年４月１日 
 至 2017年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 2018年４月１日 

 至 2018年12月31日) 

四半期純利益 529 584 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 783 △425 

繰延ヘッジ損益 11 2 

退職給付に係る調整額 33 16 

持分法適用会社に対する持分相当額 10 △1 

その他の包括利益合計 838 △407 

四半期包括利益 1,368 176 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 1,368 176 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算） 

 税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

 「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 2018年（平成30年）2月16日）等を第１

四半期連結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は

固定負債の区分に表示しております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 2017年４月１日 至 2017年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高および利益または損失の金額に関する情報

            （単位：百万円） 

  報告セグメント 

調整額 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）２ 
  石油輸送 

高圧ガス 
輸送 

化成品・ 
コンテナ 
輸送 

その他 
（注）１ 

計 

売上高              

外部顧客への売上高 11,001 5,862 6,420 139 23,423 － 23,423 

セグメント間の内部売

上高又は振替高 
317 7 54 － 380 △380 － 

計 11,319 5,869 6,475 139 23,803 △380 23,423 

セグメント利益 247 185 148 49 629 － 629 

（注）１ 報告セグメントの「その他」は、太陽光発電事業であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失またはのれん等に関する情報 

 該当事項はありません。 

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 2018年４月１日 至 2018年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高および利益または損失の金額に関する情報

            （単位：百万円） 

  報告セグメント 

調整額 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）２ 
  石油輸送 

高圧ガス 
輸送 

化成品・ 
コンテナ 
輸送 

その他 
（注）１ 

計 

売上高              

外部顧客への売上高 12,083 6,099 6,411 139 24,734 － 24,734 

セグメント間の内部売

上高又は振替高 
354 3 69 － 427 △427 － 

計 12,437 6,103 6,480 139 25,161 △427 24,734 

セグメント利益又はセグ

メント損失（△） 
595 △24 32 56 658 － 658 

（注）１ 報告セグメントの「その他」は、太陽光発電事業であります。

２ セグメント利益又はセグメント損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失またはのれん等に関する情報 

 「石油輸送」セグメント、「高圧ガス輸送」セグメント、「化成品・コンテナ輸送」セグメント及び各

報告セグメントに配分していない全社資産において、減損損失を計上しております。 

 なお、当該減損損失の計上額は、「石油輸送」セグメントで７百万円、「高圧ガス輸送」セグメントで

１百万円、「化成品・コンテナ輸送」セグメントで０百万円、各報告セグメントに配分していない全社資

産で１百万円であります。 
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